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東 川 口 地 区

第 15回えちご川口フォトコンテストの審査が 
11 月 26 日に行われ、応募総数 198 点の作品の中
から、次の方々が入賞されました。 

いつもお世話になっている地域の皆さんや送迎バスの運転手さんに「ありがとう」の気持ちを込め、一生懸命ダ

ンスや歌を披露しました。（東川口保育園・12 月 6 日/西川口保育園・12 月 11 日） 

＜入 賞 作 品＞ 
☆最優秀賞/「10.21 ソングの夜」・堀沢昇司（東川口） 
☆優秀賞/「お帰り女神輿」・太田誠二（新潟市） 
☆奨励賞/「絆花火」・遠藤光雄（関原町） 

「希望の風船」・覚張敏夫〔川口和南津） 
☆特別賞/「祈り」・安部 諭（新潟市） 
☆新潟フジカラー賞/「癒しの刻」・和田フサ子（小千谷市） 
☆新潟日報社賞/「熱湯釜入り行」・中林愛一郎(東川口） 
☆入選/「朝霧」・畔原実（燕市）、「沈み行くオリオ

ン」・桜井博之（魚沼市）、「大将と姫武者」・
佐藤千秋（東川口）、「女みこし」・田中日登志
（三条市）、「曲線の田んぼ」・角田侃男（群馬
県）、「まだ、まだー」・手島岱月（南蒲原郡田
上町）、「山間の仕事人」・外山和子（魚沼市）、
「わたしの楽農」・中林義雄（東川口）、「朝の
飯山線」・宮川仁志（曲新町）、「息を合わせ
て」・山森尚（新潟市） 

      ※入選作品については氏名の 50 音順 

最優秀賞 「10.21 ソングの夜」 堀沢昇司さん（東川口） 
【講評】復旧復興を祈り、川口地域から全国に向けた「に
いがたからみんなえがおに」のイベント夜景撮影。大変バ
ランスの良い構図と写真から伝わるメッセージが良く表
現されています。写真力を感じました。 

（審査員 日本写真家協会会員 写真家 山田昌男氏） 

●入賞作品展開催● 

◎日時 1 月 4 日〔金〕～25 日（金） 

      午前 9 時～午後 5 時まで 

◎川口公民館１階ホール 

（東川口保育園） 
（西川口保育園） 
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（東川口保育園）
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子
ど
も
た
ち
と
の
感
動
体
験 

 
 
 
 

「農
家
民
泊
」受
入
れ
家
庭
大
募
集 

！ 

水
道
・
ガ
ス
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す 

 

市
（
え
ち
ご
川
口
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
）

で
は
、
都
会
と
農
山
村
と
の
交

流
を
進
め
る
う
え
で
の
基
盤
と

し
て
、
修
学
旅
行
な
ど
で
都
会

か
ら
来
た
子
ど
も
た
ち
の
１
泊

〜
２
泊
の
農
村
体
験
学
習
『
農

家
民
泊
』
の
受
入
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

未
来
を
担
う
大
事
な
子
ど
も

た
ち
に
、
で
き
る
範
囲
で
、
で 

き
る
こ
と
を
、
空
い
て
い
る
時

間
に
提
供
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
の

感
動
体
験
を
通
し
て
、
自
分
が

住
む
と
こ
ろ
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

子
や
孫
が
で
き
た
よ
う
な
う
れ

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
！ 

な
お
、
受
け
入
れ
を
し
て
い

た
だ
い
た
ご
家
庭
へ

は
、
協
議
会
か
ら
一

定
額
の
体
験
指
導
料

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

（
受
入
内
容
に
よ
っ

て
変
更
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。） 
 
 
          

《
例
：
平
成
24
年
度 

生
徒
一

人
当
り
体
験
指
導
料
１
５
、
２

０
０
円
（
２
泊
３
日
６
食
）》 

○
申
込
み
・
問
い
合
せ 

 

産
業
建
設
課 
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冬
期
は
凍
結
な
ど
に
よ
り
漏

水
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
こ
と
に
気
付
い
た
ら
川
口
営

業
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

・
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に
、

蛇
口
な
ど
か
ら
水
が
流
れ
る
音

が
す
る
。 

・
い
つ
も
よ
り
水
圧
が
低
い
。 

・
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に

水
道
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る
。 

・
家
の
周
り
で
水
気
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
水
が
出
て
い
る
。 

 

※
積
雪
等
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ

ー
を
検
針
で
き
な
い
場
合
は
、

推
定
使
用
水
量
に
よ
り
料
金
を

請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

    
 
      

  

 

積
雪
に
よ
り
、
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
な
ど
に
異
常
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

都
市
ガ
ス
を
、
よ
り
安
全
に

ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、 

次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
願
い
し

ま
す
。 

◎
ガ
ス
メ
ー
タ
ー 

 

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
付
近
の
雪
下

し
や
落
雪
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。 

・
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
に
強
い
衝
撃

を
与
え
る
と
、
振
動
で
ガ
ス

が
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

・
屋
外
の
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
や
ガ

ス
管
の
、
保
護
を
お
願
い
し

ま
す
。
雪
の
重

さ
で
折
損
す
る

と
ガ
ス
が
滞
留

し
て
思
わ
ぬ
事

故
に
な
り
ま
す
。 

◎
排
気
筒
（
煙 

 
 

突
）・
給
排
気
口 

 

お
風
呂
や
湯

沸
器
な
ど
の
給

排
気
設
備
を
点

検
し
て
く
だ
さ

い
。 

・
排
気
筒
（
煙 

 
 

突
）の
詰
ま
り
、

外
れ
又
は
雪
に

埋
も
れ
て
い 

な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す

と
大
変
危
険
で
す
。 

・
給
気
口
は
雪
な
ど
で
ふ
さ
が

っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て 

く
だ
さ
い
。
雪
に
埋
も
れ
る

と
湯
沸
器
が
作
動
し
な
く
な

り
ま
す
。 

○
問
い
合
せ 

 
 
 

川
口
営
業
所 
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４
４
１
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３ 

平成２５年度に予定されている農村体験学習『農家民泊』 

   東京都立 立川国際中等教育学校 2 年生 159 名    

●受入期日 平成25年6 月12日（水）～14 日（金）2泊3 日 

   東京都江戸川区立 二之江中学校 2 年生 220 名    

●受入期日 平成25年7 月27日（土）～29 日（月）2泊3 日 

  ※日程については最終決定でないため変更の可能性があります。 

水 
 
 
 
 
 
 

道 

ガ 
 
 
 
 
 

ス 

 水道を使用していないの
に、このパイロットが回っ
ていたら漏水の可能性が
あります。 

屋根の雪によって風呂がまや
湯沸器の排気筒が折れたり埋
まったりしていませんか？ 

給気口（ガラリ）は雪でふさ 
がっていませんか？ 

屋外設置のガス機器は雪で
埋まっていませんか？ 

バランス型風呂がま、ＦＦ暖
房機等の排気筒が雪で埋ま
っていませんか？ 

屋外のガスメータ
ー、メーターガス栓
は雪に埋まってい
ませんか？ 

 とても素直な子ども達で、手分け

しながら農作業をしたり、食事作

りや食器洗いなど、毎回進んで手

伝ってくれました。みんなで川口

温泉に行きとても喜んでくれまし

た。（受入れ農家からの声） 



マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
教
室 

参
加
者
募
集 

還
付
金
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

楽
し
く
知
り
ま
し
ょ
う 

 
 

血
液
さ
ら
さ
ら
教
室 

  
 

 

 

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
で
「
血
糖
値
が
高
い
」「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
血
液

さ
ら
さ
ら
の
カ
ギ
は
食
生
活
と

運
動
に
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
一

緒
に
、
４
回
コ
ー
ス
の
教
室
で

楽
し
く
知
り
ま
し
ょ
う
！ 

○
日
時 

１
回
目
＝
１
月
２８
日
（
月
） 

午
後
１
時
１５
分
か
ら 

午
後
４
時 

２
回
目
＝
２
月
４
日
（
月
） 

午
後
1
時
１５
分
か
ら 

午
後
４
時 

３
回
目
＝
２
月
１８
日
（
月
） 

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
午
後

３
時
３０
分（
健
康
昼
食
体
験

含
む
） 

４
回
目
＝
２
月
２５
日
（
月
） 

午
後
１
時
15
分
か
ら 

午
後
４
時 

 

○
会
場
＝
末
広
荘 

○
内
容
＝
医
師
の
お
話
、
栄
養

指
導
、
運
動
指
導
、
個
別
指
導 

な
ど 

○
対
象
＝
①
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
等
で
糖
尿
病
（
疑
い
や
境
界

型
糖
尿
病
含
む
）
や
脂
質
異
常

症
（
高
脂
血
症
）
と
言
わ
れ
た

方 ②
す
で
に
治
療
中
な
い
し
経
過

観
察
中
で
、
希
望
す
る
方
（
主

治
医
の
同
意
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
） 

○
参
加
料
＝
無
料
（
※
た
だ
し

３
回
目
の
み
昼
食
材
料
費
と
し

て
５
０
０
円
） 

○
持
ち
物
＝
健
診
等
の
結
果
、

健
康
手
帳
（
あ
る
方
）、
運
動
靴

（
内
履
き
）、
老
眼
鏡
（
必
要
な

方
） 

○
申
込
み
＝
１
月
１８
日
（
金
）

ま
で
に
市
民
生
活
課（
保
健
係
）

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 
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‐
３
１
１
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     ○
日
時
＝
１
月
２１
日
（
月
）

〜
２
月
７
日
（
木
）
の
毎

週
月
・
木
曜
日
（
計
６
回
） 

 

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時 

○
対
象
＝
お
お
む
ね
５０
歳

以
上
の
方 

○
料
金
＝
リ
フ
ト
代
込
み
８
，

０
０
０
円 

○
会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場 

○
申
込
み
・
問
い
合
せ
＝
１

月
５
日
（
土
）
か
ら
１１
日

（
金
）
ま
で
に
料
金
を
添
え

て
、
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

(

市
民
体
育
館
内)

へ 
 
 
 

３４
‐
２
１
３
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市
役
所
の
職
員
な
ど
を
装
っ

て
「
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
」

と
電
話
を
か
け
、
口
座
番
号
や

携
帯
電
話
の
番
号
を
聞
き
出
し

た
り
、
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
に
誘
導
し
て
現
金
を
振

り
込
ま
せ
た
り
す
る
「
還
付
金

詐
欺
」
の
情
報
が
、
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

税
金
や
医
療
費
、
年
金
な
ど

に
つ
い
て
、
市
役
所
な
ど
の
公

的
機
関
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
続
き

を
指
示
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
！ 

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
問
い
合
せ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

３２
‐
０
０
２
２ 

 

小
千
谷
警
察
署 
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‐
０
１
１
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迅速な消火活動に大きな味方 

～消防ポンプ自動車を更新～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
新しい消防ポンプ自動車は、最新式ダブルキャブ型

３トン級消防専用シャシーに、ポンプ装置、高圧噴霧

装置、小型水槽、車載搭載照明装置を装備、１１月２

７日から運用を開始しています。 

 小型水槽には、５００リットルの水を積載し、高圧

噴霧装置により、５０ ／分の水を放水することがで

きます。これにより、高速道路及び山間地において、

消火栓等の水利が無い火災現場においても速やかに

消火活動を行うことができ、小規模火災での水損防止

にも役立てることができます。また、吸水管を車両中

央に配置し、１本の吸水管を左右のどちらかでも引き

出せる方式にしたため、水利の部署位置を選びませ

ん。さらに、隊員の活動が効率よく行えるよう資器材

を積載し、装備を効果的に活用することで、迅速な消

火活動に対応したいと考えています。 

（小千谷市消防署川口出張所  ８９－２１１１）

 

 

みなさんの参加をお待ちしています 

■ アンパンマン教室 
～１１日、１８日、２５日～ 

時間は10：００から１１：００です。 
当日時間前までに来館ください。 

■ 行  事 
１０日(木)･･･「手遊びと絵本の会」 

１７日(木)…「わくわくタイム」（運動遊び） 

２４日(木)…「１月生まれの誕生会・こま回し大会」

３０日(水)･･･「妊産婦交流会・プレママたいむ」 

３１日(木)･･･「毛糸で遊ぼう」 

★毎週木曜日は、無料バスを運行しています。 

行き→10：00 東川口保育園発  

帰り→11：30 すこやか発  

※詳しくは、「すこやか」までお問い合わせください。 

     89－3555 

 

 

 

 

 

注 １２月２９日(土)から１月３日（木）まで休館となります。 

   １月４日（金）から開館します。 

1 月のすこやか 

「毛糸で遊ぼう」 
○１月３１日(木) 
 毛糸を使って壁飾りを作ります。その他、アクリル
タワシや髪飾りの作り方を紹介します。 

ＡＴＭへ 
行って下 
さい 

４
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総勢 12 組が日頃の成果を発表しました。川口小学
校統合 50 周年の記念歌「希望の絆」を歌った PTA
の皆さんには、会場から温かな拍手が沸き起こりま
した。 

川口地内の地域づくり団体など 60 名が参加。「川口地
域のこれから」をテーマに開催し、講演会で明治大学の
小田切先生は、『農山村に暮らす人たち自身に「誇りの
空洞化」が進み人口減少に拍車がかかっている。地域の
誇りを取り戻すことが大切。』と指摘されました。 

3 年生が 4 班に別れ「交通」、「高齢化」、「産業」、「絆」
をテーマに今まで取り組んできた成果を、協力いた
 だいた地域の皆さんなどを前に発表しました。 

発行：長岡市川口支所 〒949-7592 長岡市東川口 1974 番地 26 0258-89-3111／FAX0258-89-2110 

世帯数 総人口 男 女 
川口地域の人口 

（12 月 1 日現在） １，５１０世帯 

  （△１） 

４，８９４人 

（△３） 

２，３４１人 

（±０） 

２，５５３人 

（△３） 

11 月 4 日、新たに立ち上がった花壇づくりの会「な
でしこの会」がパンジー・ビオラやチューリップの
球根などを花壇に植えました。これは、地域のふれ
あいの場づくりや環境美化活動として「田麦山地域
おこしの会」の事業の一つとして行われたもので、

当日は多数の方が参加されました。 

川口公民館田麦山分館新聞部が市の地域社会貢献褒
賞を受賞しました。地域新聞「たむぎやま」を昭和
48 年 4 月から毎月発行し、長年にわたり地域に密着
した情報を住民に届け地域振興に貢献したことが認
められ今回の受賞となりました。 

東川口の駅前通り交差点に面する空き地に、イベントス
ペースや通勤・通学者などの憩いの場として利用いただ
こうと市が整備しました。「よってげてぇふれあい市」
の会場にも面しています。雪が消え、春になったらぜい
ひお立ち寄りください。 

６


